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座長
　日本薬剤師会副会長

川上純一
　ＮＴＴ東日本関東病院

折井孝男

　医薬品は、私たちが健やかで幸せな
生活を送るうえで必要不可欠なもので
ある。科学技術の進歩により私たちは
さまざまな困難を乗り越えてきた。医
薬品は、言わば人類の叡智の結晶であ
り、これらを通じてさまざまな疾病を
克服してきたと言える。
　患者さんが従来にも増して安心して
医薬品を服用･使用するためには、薬
剤師による安全性情報の提供・共有が
必須となる。
　米国の基幹病院では、半数を超える
患者さんがインターネットで自分の病
気に関するevidence based-medicineの
データを持ってくると言われている。
患者さんが病院内からＭＥＤＬＩＮＥ
などのデータベースへアクセスするこ
とをアシストする仕組みもあるようだ。
　このようなコンピューターリテラ
シーの向上は、医薬品に関する知識
を、医療という世界の秘儀から、患者
（消費者）さんに対して開かれた情報
に変化させていく契機となっている。
わが国においても患者さん側からの医
薬品情報へのアクセスは急速に容易に
なり、医療サービスのあり方を今後さ

らに変化させていくことと思われる。
　一方、薬局からどれほど質の良い情
報が提供できるかは、患者さん、薬剤
師関係の本質的な部分に影響を与えざ
るを得ないのではないだろうか。個々
の患者さん、さらに社会全体に対して
も、医薬品に関する質の良い情報提供
は信頼関係に変化していくものと思わ
れる。
　本分科会では、最初に基調講演とし
て、厚生労働省医薬・生活衛生局医薬
安全対策課長の中井清人先生に、薬局
薬剤師に期待する患者さんの心に触れ
る安全性情報のあり方についてご講演
いただく。
　次に、北海道大学大学院の小笠原克
彦先生には、医療情報の専門的な立場
から情報の扱い方について、医薬品医
療機器総合機構（ＰＭＤＡ）杉山祥子
先生からは、リスクコミュニケーショ
ンツールの一つであるリスク管理計画
（Risk manegement plan:ＲＭＰ）を中
心に、薬局薬剤師の先生方が安全性情
報を利活用するために必要なリスクコ
ミュニケーションツールの特徴と活用
方法を紹介していただく。
　さらに、薬局薬剤師の立場として東
京都薬剤師会の小野稔先生からは、薬
局における安全性情報の利活用につい
て具体的なお話をいただき、最後にフ
ロアを含め、シンポジストの先生方と
討論することとしたい。　（折井孝男）

ＰＭＤＡ共催企画 あなたの心に触れる
薬局における安全性情報の利活用

座長
　福岡県薬剤師会会長

原口亨
　北海道薬剤師会常務理事

宇野雅樹

　高齢者は一般的に複数の疾患を抱え
る（マルチモビリティー）の傾向が高
く、代謝など身体的機能の低下等によ
りポリファーマシーの状態に陥るケー
スが多々見受けられ、その改善が急務
となっている。
　本分科会では高齢者の特性を正しく
理解すると共に、実際の取り組み事例
をもとに病院薬剤師、薬局薬剤師また
その連携等を通して、高齢者の医薬品
適正使用推進に向けて議論する。
　基調講演は、「高齢化に伴う医療ニー
ズの変化と薬物療法の位置づけ」と題
して、首都圏において常時4600人の患
者さんの生活を24時間体制でサポート
している医療法人社団悠翔会理事長・
診療部長の佐々木淳氏から、高齢とな
るに従って起こる身体機能等の変化と
それに伴い発生する医療ニーズの変
化、その中で薬物療法が果たすべき役
割について講演いただく。

　次いで国立研究開発法人国立長寿医
療研究センターの溝神文博氏から、
「多職種協働によるポリファーマシー
対策：病院薬剤師の立場から」のテー
マで、同センターで行われている「高
齢者薬物療法適正化チーム」でのポリ
ファーマシー対策の取り組みを紹介い
ただき、病院薬剤師のポリファーマ
シー対策のあり方について講演いただ
く。
　広島市域薬剤師会ポリファーマシー
対策事業実行委員会の石村智加子氏か
らは「広島市における行政と薬局が連
携したポリファーマシー対策事業」と
して、ポリファーマシー対策事業の始
まりから今後の取り組みの中で地域包
括ケアにおける薬局薬剤師や地域薬剤
師会の存在意義について講演いただく。
　北海道薬剤師会の山田武志氏から
は、北海道で行われた「高齢者医薬品
適正使用推進事業に関する検証結果」
を報告いただき、高齢者における医薬
品適正使用推進向けてどのような取り
組みが必要か、それぞれお話いただく。
　その後の討論を含め高齢者の医薬品
適正使用推進の一助となれば幸いであ
る。　　　　　　　　　（宇野雅樹）

高齢者の医薬品適正使用の推進
～高齢者の特性に則した　　

ポリファーマシー解消に向けて～

座長
　日本薬剤師会常務理事

亀井美和子
　北海道医療大学薬学部薬学教育推進
　講座特任教授

笠師久美子

　日本は1964年東京、72年札幌、98年
長野においてオリンピックならびにパ
ラリンピック競技大会（オリパラ大会）
を開催したが、ＴＯＫＹＯ2020は日本
アンチ・ドーピング機構（ＪＡＤＡ）
公認スポーツファーマシストが誕生し
てから初めて迎える国際総合競技大会
である。
　過去の大会を振り返り、運営やオリ
パラ大会期間中のアンチ・ドーピング
活動がどのように展開されたのか、各
シンポジストから情報提供いただく。
　基調講演として、ＪＡＤＡ鈴木秀典
会長よりアンチ・ドーピングの最新情
報をご紹介頂き、特に21年から大きく
様変わりする世界アンチ・ドーピング
規程で重視されている「教育」におい
て、今、スポーツファーマシストのみ
ならず薬剤師に何が求められているの
かについてお話いただく。
　続いて４人のシンポジストからご発

言いただくが、東京オリンピック・パ
ラリンピック競技大会組織委員会の佐
藤文香先生からは東京オリパラ大会運
営準備の立場からアンチ・ドーピング
を考慮した医療サービスの一端をご紹
介いただく。
　北海道オール・オリンピアンズ、Ｊ
ＡＤＡアスリート委員の鈴木靖先生に
はオリンピアンとしての経験からアン
チ・ドーピング活動の重要性につい
て、ＪＡＤＡ打谷桂子先生にはオリパ
ラ大会でのアンチ・ドーピング教育・
啓発活動について、岩手県薬剤師会の
本田昭二先生には競技団体に所属する
薬剤師の立場から、今後のアスリート
のためのアンチ・ドーピングには何が
必要かという内容でお話いただく。
　ＣＯＶＩＤ ‐ 19による感染拡大の影
響で多くの競技大会やスポーツ活動が
中止となっているが、今後、活動再開
に際して、アンチ・ドーピングを理解
した上での医療支援が必要となってく
る。21年に開催が予定されているＴＯ
ＫＹＯ2020において、現在の運用状況
ならびにアンチ・ドーピングに関する
情報を共有し、薬剤師によるアンチ・
ドーピング活動展開の可能性を探る。

（笠師久美子）
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